
　ファンドの概況 　ファンドの内訳

決算日

　分配金実績（1万口当たり、税引前）

　設定来の基準価額の推移 　騰落率

　《ご参考》 為替レート月間騰落率

P.3の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。
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通貨
2025/11/28

（円）

120.77

37.89

2025/12/30
（円）

121.78

38.58

騰落率

基準価額（円）※

設定日

信託期間

純資産総額（億円）

決算日

1/5

11,883

25.7

2007年5月18日

無期限

98.80%

0.18%

1.02%

設定来累計

2023年3月15日

原則3月15日および9月15日

(休業日の場合は翌営業日)

設定来

2.25%

8.40%

19.29%

15.26%

45.73%

2.29%

7.80%

16.81%

54.99%

170.21%

10.61%

2025年12月30日現在

2,200円

2024年9月17日 500円

300円

500円

比率

100.00%

300円

分配金 決算日 分配金

内訳

JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・ファンド（Iクラス）

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）

現金等 ※

合計

2023年9月15日

2024年3月15日

3ヵ月

6ヵ月

2025年3月17日

2025年9月16日

0円

300円

期間 ファンド

《投資信託ご購入時の注意点》

※基準価額は信託報酬控除後です。

※ 現金等には未払諸費用等を含みます。

・直近6期分の分配金実績です。
・分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない
場合があります。

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして

・計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、 後記の

・「ファンドの費用」 をご覧ください。

・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したもの
として計算しています。ファンドの騰落率であり、実際の

投資家利回りとは異なります。
・参考指数はMSCI AC アセアン 10/40 インデックス（税引後配
・当込み、円換算ベース）です。参考指数は、ファンドの基準価

・額算定となる期間に対応しております。但し、設定日から2021
・年11月30日までの参考指数は、MSCI AC アセアン・インデック
・ス（円換算ベース）でした。左記グラフおよび騰落率はMSCI AC 

・アセアン・インデックス（円換算ベース）と連続させて指数化して
・おります。
・同指数は、MSCI Inc.が開発した株価指数です。同指数に関す

る著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属し
ます。
・上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するもの

ではありません。
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・対顧客直物電信売買相場の仲値

・インドネシアルピアおよびベトナムドンは百単位

《投資信託ご購入時の注意点》
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　投資先ファンド（JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・ファンド（Iクラス））の組入状況    （純資産総額比）

資産別組入比率 国別組入比率 通貨別組入比率

組入株式上位10銘柄 組入上位5業種

銘柄

1 ＤＢＳグループ・ホールディングス

2 オーバーシー・チャイニーズ銀行

3 シー

4 バンク・セントラル・アジア

5 テルコム・インドネシア

6 シンガポール・テレコム

7 ジャーディン・サイクル＆キャリッジ

8 バンク・ラヤット・インドネシア

9 ユナイテッド・オーバーシーズ銀行

10 グラブ・ホールティングス

　市場動向と今後の見通し （JPモルガン・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッド）

P.3の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

　12月のアセアン市場は全般的に堅調に推移しました。特にマレーシアは強い経済指標を背景に堅調に推移しました。堅調な貸出の伸び、資
産の質の向上、レジリエンス（回復力）のある企業収益などを受けて銀行など、主に金融株の一角が市場をけん引しました。シンガポールも米
利下げと堅調な国内経済を背景に投資家のリスク選好が改善し、堅調に推移しました。また、ベトナム市場も上昇基調を維持しました。

　JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・ファンドのパフォーマンスは前月末比で上昇しました。インドネシアや素材、一般消費財・サービスに
おける銘柄選択はプラスに寄与した一方で、マレーシアや金融における銘柄および配分効果はマイナスに働きました。個別銘柄ではインドネ
シアの金鉱山会社のアーキ・インドネシアや、タイでホテル、レストラン運営、流通などを行うマイナー・インターナショナル、タイ空港公社などが
パフォーマンスをけん引したほか、マレーシアの小売りチェーンを運営する99スピードマート・リテール・ホールディングスやアルミニウム製品の
製造および取引を行うプレス・メタル・アルミニウム・ホールディングスなどの上昇もパフォーマンスをけん引しました。一方で、シンガポール国
内外のユーザ―向けインターネット事業を手掛けるシーや配車アプリ運営企業のグラブ・ホールディングス、マレーシアに本拠地を置き、主に
土木建設事業を行うガムーダなどの下落は足かせとなりました。当月、ポートフォリオではインドネシアやベトナムなどの投資比率が縮小しまし
た。業種別では金融などは拡大しましたが、一般消費財・サービスや不動産、公益事業などの投資比率は縮小しました。

　アセアンにおける米国の関税率は、当初懸念されていた水準よりも低い水準に設定されました。実際の関税の引き上げ幅も、表面上の税率
から推測される水準よりも低くなっています。これにより、相対的にみてもアセアンは引き続きサプライチェーンの多様化の恩恵を享受する地域
となると考えます。一部需要の前倒しがみられたものの、金利の低下と米ドルの弱含みが2026年への緩衝材となる可能性があります。各国政
府も保守的な財政・金融政策をとっているため、必要であれば機動的に行動する余地があると考えます。同諸国のバリュエーションは全般的
に過去や他地域と比較しても魅力的な水準にあり、投資家の投資比率は依然として低位にとどまっています。
　成長をけん引する良好な人口動態、中間層の増加、消費の拡大などアセアンの構造的な強みに変更はないと考えます。金融とデジタルの普
及は消費行動に変化をもたらし、経済が回復した際に恩恵を享受するとみられる従来の業種だけではなく、デジタル経済や脱炭素化といった
新興産業銘柄にとっても投資機会を提供するとみられます。当ファンドではインドネシアは政治不安から成長懸念が高まっていることから、同
国への投資には、より慎重な姿勢で取り組む方針です。シンガポールは、シンガポール金融管理局が推進している「EQDP（株式市場開発プロ
グラム）」 に支えられていることから、引き続き有望視しています。タイは、マクロ的には厳しい状況が続いており、引き続き銘柄を厳選していま
す。一方、マレーシアは引き続きアンダーウェイトしていますが同国が地域の人工知能インフラとテクノロジーのハブになることを政府が後押し
するなど、明るい兆しもみられ、ボトムアップでの銘柄選択に注目しています。金融は景気循環的にも構造的にも引き続き投資妙味があるとみ
ています。当ファンドは高い成長が見込まれ、長期に優位性が高いと考えられる企業を引き続き選好します。
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現金等 ※
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国
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株価連動債

現金等 ※

比率

96.72%

合計

0.00%

46.68%

15.50%

比率

14.48%

12.20%

2025年12月30日現在

比率

36.64%

15.50%

14.48%

通貨

シンガポールドル

タイバーツ

インドネシアルピア3.28%

100.00%

一般消費財・サービス 9.98%

コミュニケーション・サービス 8.28%

合計 100.00%

ベトナム 1.57%

7.10%

4.21%

その他 3.28%

業種 比率

38.92%

資本財・サービス 16.41%

比率

9.82%

8.12%

《投資信託ご購入時の注意点》

※現金等には未払諸費用等を含みます。
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　ファンドの目的

　ファンドの特色

①

②

③

④

　収益分配金に関する留意事項

●

●

●

　投資リスク

《当資料のお取扱いについてのご注意》

ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として外国株式など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクがありま
す）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているものではありません。ファンドの基準価
額の下落により、損失を被り投資元本を割込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者に帰属します。なお、投資信
託は預貯金とは異なります。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、アセアン諸国の株式等への投資に関するリスク（カントリーリスク）、為替変動リスク
等が挙げられます。なお、基準価額の変動要因（投資リスク）はこれらに限定されるものではありません。また、その他の留意点として、
株価連動債券に関する留意点、流動性リスクに関する留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リス
ク」をご覧ください。

3/5

「JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・ファンド（Iクラス）」の運用は、アセアン市場の株式運用において豊富な運用経験を有する
JPモルガン・アセット・マネジメント（シンガポール）リミテッドが行います。

分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価
額は下がります。

分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合がありま
す。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。
また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払い戻しに相当する場合がありま
す。
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

ファンドは、主としてアセアン諸国（東南アジア諸国連合）の株式等に投資するファンドと、本邦通貨表示の短期公社債等に投資するファ
ンドに投資することにより、その実質的な運用はそれぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の成長を目指した運用を行いま
す。

主として、アセアン諸国（東南アジア諸国連合）の株式等へ投資するルクセンブルク籍の「JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・
ファンド（Iクラス）」（米ドル建）と日本籍の「CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）」（円建）に投資します。

「JPMorgan Funds - アセアン・エクイティ・ファンド（Iクラス）」の組入比率を原則として、90％以上に保つこととします。

原則として、為替ヘッジは行いません。ファンドの基準価額は、主に円対米ドル、米ドル対アセアン諸国の通貨の為替相場の動きに
より変動します。

◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。◆

＜お申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。＞

《投資信託ご購入時の注意点》

当資料は、「アムンディ・りそなアセアン・ファンド｣の商品内容説明資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した資料です。当資料に記載したコメント

は、将来を保証するものではなく、資料作成時点における当社の見解や予想であり、将来の経済・市場環境、政治情勢等の変化により予告なく変更することが

あります。当資料に記載したデータは資料作成時点のものであり将来の傾向、数値等を示唆するものではありません。購入のお申込みを行う場合には、販売

会社から投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず商品内容、リスク等の詳細をご確認の上、ご自身のご判断でお申込みください。

《投資信託ご購入時の注意点》 投資信託は、その商品の性格から次の特徴をご理解のうえご購入くださいますようお願い申し上げます。

●投資信託は預金ではなく、預金保険の対象とはなりません。●投資信託は保険契約ではなく、保険契約者保護機構の保護の対象とはなりません。●銀行を

通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●投資信託の設定・運用は委託会社が行います（銀行は販売の窓口となりま

す）。●投資信託は値動きのある証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に投資するため、運用実績は市場環境等によって変動します。したがって、

投資元本および分配金が保証された商品ではありません。●投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客さまが負うことになります。

●投資信託のお申込みに関してはクーリングオフの適用はありません。

《資信託ご購入時の注意点》《投資信託ご購入時の注意点》《投資信託ご購入時の注意点》《投資信託ご購入時の注意点》《投資信託ご購入時の注意点》
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　お申込みメモ
 

　ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

◆ファンドの費用については、有価証券届出書作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。

◆ファンドの費用の合計額については保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。

換金申込受付日から起算して、原則として5営業日目から販売会社においてお支払いします。

ルクセンブルクの銀行休業日あるいはシンガポールの祝休日のいずれかに該当する場合には、受付けません。

詳しくは販売会社にお問合せください。

委託会社の判断により、一定の金額を超える換金申込には制限を設ける場合があります。

委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、決済機能の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事
情があるときは、購入・換金の申込受付を中止すること、および既に受付けた購入・換金の申込受付を取消すことが
できます。

換金代金

購入・換金申込
受付不可日

申込締切時間

換金制限

購入・換金申込受付
の中止および取消し

信託期間

決算日

無期限とします。（設定日：2007年5月18日）

年2回決算、原則毎年3月15日および9月15日です。休業日の場合は翌営業日とします。

購入単位

購入価額

購入代金

換金単位

換金価額

1円または1口を最低単位として販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

販売会社が定める期日までにお支払いください。

販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

課税関係

年2回。毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。
収益分配金の「再投資」を選択した場合、税引後無手数料で再投資されます。

課税上は株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象となります。
ファンドは、NISAの対象ではありません。
配当控除および益金不算入制度は適用されません。

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。有価証券届
出書作成日現在の料率上限は3.3％（税抜3.0％）です。詳しくは販売会社にお問合せください。

収益分配

信託財産留保額 ありません。

運用管理費用
（信託報酬）

その他の費用・
手数料

実質的な負担の上限：純資産総額に対して上限年率2.065％（税込）※

※ファンドの信託約款に定める信託報酬（年率1.155％（税込））に組入投資信託証券のうち信託報酬が最大のもの
（年率0.91％）を加算しております。ファンドの実際の投資信託証券の組入状況等によっては、実質的な信託報酬率
は変動します。

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。
・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用
・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用等を含みます。）
・信託財産に関する租税　等
※その他、組入投資信託証券においては、ルクセンブルクの年次税（年率0.01％）などの諸費用がかかります。
※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示するこ
とはできません。

P.3の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

　委託会社、その他の関係法人の概要
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販売会社 販売会社については巻末をご参照ください。

ファンドに関する
照会先

委託会社の名称：アムンディ・ジャパン株式会社
お客様サポートライン：050-4561-2500
受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス ： https://www.amundi.co.jp/

委託会社

アムンディ・ジャパン株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号
加入協会 ： 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会、
加入協会 ： 一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社 株式会社　りそな銀行
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　販売会社一覧（業態別・五十音順）
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《投資信託ご購入時の注意点》

登録金融機関 近畿財務局長（登金）第7号 ○

○

株式会社 りそな銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第3号 ○ ○ ○

株式会社 埼玉りそな銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第593号 ○

一般社団
法人第二

種金融商
品取引業

協会

金融商品取引業者等 登録番号

日本証券
業協会

一般社団
法人投資

信託協会

一般社団
法人日本

投資顧問
業協会

一般社団
法人金融

先物取引
業協会

株式会社 関西みらい銀行 ○
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